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資
料明

治
期
以
降
曹
洞
宗
人
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誌
（
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）

川　

口　

高　

風

は
じ
め
に

　

本
稿
は
「
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
六
十
三
巻
第
二
号
（
平
成
二

十
八
年
一
月
）
に
所
収
の
拙
稿
「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
七
）」
の

続
編
で
あ
る
。
全
項
の
人
物
誌
が
完
成
し
た
時
は
『
近
代
曹
洞
宗
人
名
辞

典
』
と
題
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
、
一
日
も
早
い
完
成
を
め
ざ
し
精
進
し
て

い
る
。

　

凡　

例

　
﹇
見
出
し
項
目
﹈

一
、 

収
録
人
物
は
明
治
期
以
降
に
宗
門
の
発
展
に
活
躍
し
た
人
物
で
、
そ
の

出
典
は
「
明
教
新
誌
」「
宗
報
」「
曹
洞
宗
報
」
を
中
心
に
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
期
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
著
作
や
各
種
雑
誌
、
新
聞
な
ど
か
ら

採
取
し
た
。

二
、 

見
出
し
の
人
名
は
当
時
用
い
た
旧
漢
字
と
し
た
。
事
歴
の
本
文
は
新
字

体
を
用
い
た
が
、
旧
字
体
を
使
用
し
た
も
の
も
あ
る
。

三
、 

見
出
し
の
項
目
は
か
な
見
出
し
を
太
字
で
示
し
、次
に
漢
字
を
掲
げ
た
。

四
、 

か
な
見
出
し
項
目
は
姓
と
名
の
間
に
ダ
ー
シ
を
挿
入
し
て
読
み
や
す
く

し
た
。

　
﹇
見
出
し
項
目
の
配
列
﹈

一
、 

配
列
は
五
十
音
順
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、「
い
」
以
降
は
完
成
し
た
原

稿
の
順
序
と
し
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
「
よ
」
の
項
を
と
り
あ
げ

た
。

二
、 

同
音
同
字
の
漢
字
項
目
は
時
代
順
（
没
年
順
）
に
配
列
し
た
。

三
、 

同
音
異
字
の
漢
字
項
目
は
第
一
字
目
の
画
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
の
順

と
し
た
。
ま
た
、
第
一
字
目
が
同
画
数
の
時
は
第
二
字
以
降
の
画
数
の

少
な
い
も
の
か
ら
配
列
し
た
。

　
﹇
本
文
の
記
述
と
そ
の
順
序
﹈

一
、 

本
文
の
記
述
は
敬
語
、
敬
称
の
使
用
を
避
け
た
。

二
、 

収
録
に
あ
た
っ
て
は
歴
住
地
、
号
、
字
、
生
年
月
日
、
父
母
、
誕
生

地
、
受
業
師
、
本
師
、
学
歴
、
僧
堂
安
居
歴
、
宗
門
役
職
歴
、
社
会
的

職
歴
、
著
作
類
、
示
寂
（
没
）
年
月
日
、
行
年
、
参
考
文
献
の
順
と
し

た
。
不
明
な
場
合
は
記
し
て
い
な
い
。

三
、 

本
文
は
基
本
的
に
、
編
著
者
が
直
接
、
歴
住
地
へ
問
い
合
わ
せ
を
行
っ

た
返
書
（
調
査
用
紙
）
に
も
と
づ
い
て
執
筆
し
た
。
そ
れ
以
外
に
参
考

と
し
た
文
献
は
末
尾
に
掲
げ
た
。

四
、 

伝
記
中
の
元
号
の
一
番
最
初
（
初
出
）
に
西
暦
を
入
れ
た
。
た
だ
し
、

伝
記
中
の
生
没
年
に
は
西
暦
を
入
れ
な
い
。

五
、 

寺
院
の
所
在
地
が
郡
の
場
合
は
県
を
入
れ
、
市
の
場
合
は
県
を
省
略
し

た
。
な
お
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
新
市
町
村
名
へ
の
変
更
を
行
っ
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
。

六
、 

歴
住
地
は
歴
住
の
順
序
通
り
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
何
世
か
不
明
な
場

合
は
記
し
て
い
な
い
。
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よ

よ
ご‒
す
い
が
ん　

余
語
翠
巌

大
正
元
年（
一
九
一
二
）－

平
成
八
年（
一
九

九
六
）

南
足
柄
市
最
乗
寺
十
八
世
、
四
日
市
市
長
興
寺
、

亀
山
市
瑞
光
寺
。
大
正
元
年
九
月
九
日
に
愛
知
県

南
設
楽
郡
鳳
来
町
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
黒
田

鉄
巌
、
本
師
は
黒
田
鉄
觜
。
昭
和
十
一
年
（
一
九

三
六
）
三
月
に
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
を
卒
業
し
、

四
月
よ
り
曹
洞
宗
内
研
究
生
と
な
る
。
十
四
年
三

月
に
總
持
寺
に
安
居
。
三
十
六
年
總
持
寺
講
師
、

三
十
九
年
一
月
に
總
持
寺
副
寺
、
四
十
年
七
月
總

持
寺
副
監
院
、
四
十
四
年
六
月
、
ア
ス
ペ
ン
ス
文

科
学
研
究
所
の
招
請
に
よ
り
米
国
各
地
に
禅
セ
ミ

ナ
ー
巡
講
す
る
。
十
月
に
曹
洞
宗
師
家
、
總
持
寺

後
堂
、
四
十
六
年
十
一
月
、
曹
洞
宗
教
学
審
議
会

委
員
、
四
十
八
年
四
月
、
愛
知
学
院
大
学
講
師
、

十
一
月
、
曹
洞
宗
経
歴
調
査
特
別
審
査
会
委
員
、

四
十
九
年
三
月
最
乗
寺
専
門
僧
堂
西
堂
、
五
十
一

年
二
月
、
曹
洞
宗
師
家
会
副
会
長
、
五
十
二
年
十

二
月
總
持
寺
常
任
顧
問
、
五
十
三
年
三
月
特
別
尼

僧
堂
師
家
、
五
十
五
年
五
月
曹
洞
宗
師
家
会
会

長
、
五
十
七
年
三
月
曹
洞
宗
参
議
を
務
め
る
。
宗

外
で
は
保
護
司
、
民
生
委
員
、
選
挙
管
理
委
員

長
、
人
権
擁
護
委
員
、
教
育
委
員
長
な
ど
も
務
め

た
。『
未
来
の
ま
ま
（
余
語
翠
巌
好
夢
集
）』『
生

を
明
ら
め
死
を
明
ら
む
る
は
』『
こ
れ
仏
性
な

り
』『
禅
の
十
戒
』『
道
は
じ
め
よ
り
成
ず
』『
禅

の
古
典
―
伝
光
録
』『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
の
は
な

し
』『
正
法
眼
蔵
佛
性
講
話
』『
正
法
眼
蔵
弁
道
話

講
話
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
平
成
八
年
十
二
月

二
十
一
日
に
八
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗

現
勢
要
覧
』「
跳
龍
」
第
五
五
六
号
）

よ
こ
い‒

え
ち
ょ
う　

横
井
恵
超

慶
応
三
年（
一
八
六
七
）頃

－

大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）

袋
井
市
極
楽
寺
十
九
世
、
掛
川
市
世
楽
院
三
十

世
、
豊
岡
市
見
性
寺
十
九
世
、
宮
津
市
智
源
寺
三

十
五
世
、
湖
西
市
蔵
法
寺
十
八
世
、
湖
西
市
禮
雲

寺
開
山
。
号
は
聖
山
、
江
南
。
尾
州
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
、
本
師
は
白
峯
寛
瑞
。
曹
洞
宗
専
門

支
校
、
曹
洞
宗
大
学
林
に
入
学
す
る
。
卒
業
後
、

比
叡
山
で
天
台
学
を
学
び
、
そ
の
後
、
曹
洞
宗
大

学
林
教
授
に
就
任
、
後
に
可
睡
斎
役
寮
と
な
る
。

極
楽
寺
に
初
住
し
、
一
年
後
に
世
楽
院
へ
転
住
、

伽
藍
を
整
備
し
た
。
可
睡
斎
の
雲
衲
を
接
化
し
、

各
地
の
江
湖
会
、
授
戒
会
の
西
堂
、
後
堂
と
し
て

布
教
教
化
に
尽
力
し
た
。
大
正
七
年
（
一
九
一

八
）、
見
性
寺
に
転
住
、
八
年
永
平
寺
単
頭
と
な

る
。
九
年
春
に
智
源
寺
に
昇
住
し
、
十
年
に
眼
病

を
発
し
て
中
風
と
な
っ
た
た
め
、
十
三
年
に
退
董

す
る
。
十
四
年
四
月
二
十
六
日
に
五
十
八
歳
で
示

寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』『
沢
木
興

道
全
集
』
第
六
巻
、『
傘
松
』
第
二
四
三
号
、
井

上
正
弘
『
蔵
法
寺
』）

よ
こ
い‒

け
ん
み
ょ
う　

横
井
見
明

明
治
七
年（
一
八
七
四
）－

昭
和
八
年（
一
九

三
三
）

結
城
市
安
穏
寺
三
十
四
世
。
号
は
琢
宋
、
雪
庵
。

明
治
七
年
六
月
二
十
一
日
に
栃
木
県
下
都
賀
郡
赤

津
村
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
横
井
智

僊
。
石
川
素
童
、
西
有
穆
山
に
随
身
す
る
。
明
治

二
十
年
（
一
八
八
七
）
夏
、
茨
城
郡
間
黒
の
鳳
台

院
の
鳥
栖
越
山
の
再
会
へ
入
衆
し
、
二
十
三
年
ま

で
専
門
支
校
に
学
び
、
二
十
五
年
に
は
東
京
哲
学
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館
に
入
学
し
、
二
十
八
年
に
卒
業
。
三
十
二
年
に

總
持
寺
内
地
留
学
生
に
選
抜
さ
れ
、
法
学
院
で
三

年
間
修
行
す
る
。
三
十
一
年
に
は
仏
教
新
聞
社
に

入
り
、
高
田
道
見
を
扶
け
て
「
通
俗
仏
教
新
聞
」

「
和
融
誌
」
な
ど
の
編
集
を
担
当
す
る
。
三
十
四

年
に
「
仏
教
毎
週
新
聞
」
を
起
し
、
三
十
八
年
に

は
「
明
教
新
誌
」
の
記
者
と
な
り
、
三
十
九
年
に

は
加
藤
咄
堂
の
後
を
受
け
て
主
筆
と
な
る
。
文
部

大
臣
安
藤
正
純
や
森
鷗
外
、
姉
崎
潮
風
ら
と
交
遊

が
あ
っ
た
。
著
書
に
『
佛
教
信
徒
の
心
得
』『
戦

時
講
話
』『
各
宗
高
僧
譚
』『
西
有
禅
話
』『
四
節

引
導
抄
』『
源
翁
和
尚
と
殺
生
石
』『
高
僧
穆
山
』

な
ど
が
あ
る
。
昭
和
八
年
七
月
三
十
日
に
六
十
一

歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
現
代
仏
教

家
人
名
辞
典
』）

よ
こ
い‒

ち
せ
ん　

横
井
智
僊

　

－

大
正
八
年（
一
九
一
九
）

結
城
市
安
穏
寺
三
十
三
世
、
栃
木
市
長
福
寺
三
十

世
。
号
は
琢
明
。
名
古
屋
市
に
生
ま
れ
る
。
本
師

は
宮
地
仙
岩
。
大
正
八
年
八
月
九
日
に
示
寂
し

た
。

よ
こ
お‒

け
ん
し
ゅ
う　

横
尾
賢
宗

嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）－

大
正
九
年（
一
九

二
〇
）

岩
沼
市
洞
林
寺
、
岩
沼
市
長
谷
寺
、
鶴
岡
市
吉
祥

寺
、
福
島
市
陽
林
寺
、
上
山
市
寿
仙
寺
。
号
は
仏

閑
。
嘉
永
四
年
八
月
十
日
に
宮
城
県
名
取
郡
千
貫

村
大
字
北
長
谷
の
横
尾
庄
作
の
長
男
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
、
本
師
は
仏
通
天
宗
。
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
八
月
よ
り
明
治
六
年
（
一
八
七

三
）
三
月
ま
で
相
神
百
川
に
、
同
年
よ
り
十
一
年

二
月
ま
で
荒
井
如
禅
に
参
随
す
る
。
十
七
年
に
曹

洞
宗
大
学
林
を
卒
業
、
そ
の
後
、
永
平
寺
、
總
持

寺
に
二
年
間
安
居
。
愛
知
県
、
宮
城
県
中
学
林
教

師
、
千
葉
、
栃
木
、
茨
城
三
県
聯
合
中
学
林
教

授
、
宮
城
県
教
導
取
締
、
第
二
十
五
中
学
林
監

理
、
第
二
十
一
中
学
林
教
授
を
歴
任
す
る
。
三
十

五
年
八
月
に
は
第
三
中
学
林
長
、
三
十
六
年
五
月

に
第
一
中
学
林
長
、
四
十
二
年
九
月
に
第
二
中
学

林
長
、
曹
洞
宗
大
学
教
頭
を
歴
任
し
た
。
歩
兵
第

三
十
二
聯
隊
布
教
師
、
支
局
管
内
布
教
師
も
務
め

て
い
る
。
詩
や
書
に
も
通
じ
、
著
書
に
『
普
勧
坐

禅
儀
十
回
講
話
』『
禅
と
武
士
道
』『
般
若
心
経
講

話
』『
道
元
禅
師
中
心
の
仏
教
』
な
ど
が
あ
る
。

大
正
九
年
八
月
二
十
八
日
に
六
十
九
歳
で
示
寂
し

た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
現
代
仏
教
家
人
名
辞

典
』「
宗
教
時
報
」
第
二
十
七
号
、『
禅
学
大
辞

典
』）

よ
こ
か
わ‒

と
く
じ
ゅ
ん　

横
川
得
諄

弘
化
元
年
〈
一
八
四
四
〉

－

昭
和
七
年（
一

九
三
二
）

東
京
都
海
雲
寺
二
十
一
世
、
東
京
都
黄
梅
院
。
号

は
覚
伝
。
弘
化
元
年
十
一
月
十
一
日
に
埼
玉
県
北

葛
飾
郡
松
伏
町
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は

前
田
朴
禅
。
文
久
三
年
（
一
八
六
一
）
三
月
よ
り

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
七
月
ま
で
駒
込
栴
檀
学

寮
に
修
学
す
る
。
同
年
冬
、
群
馬
県
勢
多
郡
の
龍

源
寺
随
意
会
に
お
い
て
立
職
、
五
年
七
月
に
黄
梅

院
の
首
先
住
職
と
な
る
。
二
十
三
年
十
一
月
に
總

持
寺
に
お
い
て
転
衣
、
同
年
海
雲
寺
に
転
住
し
、

鎮
守
三
宝
荒
神
の
信
仰
を
広
め
て
一
大
霊
場
と
な

し
た
。
昭
和
七
年
九
月
十
六
日
に
八
十
九
歳
で
示

寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

よ
こ
す
か‒

ほ
う
こ
う　

横
須
賀
豊
光

　

－
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東
京
都
常
光
寺
二
十
三
世
、
東
京
都
増
林
寺
二
十

六
世
。
東
京
都
江
東
区
亀
戸
九
丁
目
の
横
須
賀
家

に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
須
田
竹
聞
。
東
京
都
宗
務

所
長
を
務
め
た
。

よ
こ
ぜ
き‒
り
ょ
う
い
ん　

横
関
了
胤

明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）－

昭
和
四
十
八
年

（
一
九
七
三
）

長
浜
市
深
高
院
三
十
世
、
長
浜
市
洞
春
庵
二
十

世
、
佐
野
市
長
慶
寺
、
深
谷
市
儀
安
寺
、
山
梨
市

信
盛
院
、
長
浜
市
応
昌
寺
、
桐
生
市
正
泉
寺
、
栃

木
県
下
都
賀
郡
吉
祥
院
。
号
は
鷲
嶺
（
嶽
）。
明

治
十
六
年
十
一
月
十
九
日
に
滋
賀
県
伊
香
郡
木
之

本
町
大
音
の
横
関
半
次
郎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

る
。
受
業
師
、
本
師
は
高
橋
無
学
。
脇
本
公
鑑
、

久
沢
泰
印
、
水
上
大
舟
、
鈴
木
竜
童
、
戸
田
悟

雄
、
田
辺
霊
雄
、
岩
生
国
学
ら
に
参
随
す
る
。
明

治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
よ
り
長
谷
寺
に
安
居

し
高
等
中
学
林
に
入
学
。
三
十
九
年
に
哲
学
館
仏

教
専
修
科
及
び
漢
学
専
修
科
を
併
修
す
る
。
大
正

五
年
（
一
九
一
六
）
に
宗
務
院
奏
者
、
六
年
に
書

記
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
教
学
部
主
事
、

十
年
十
二
月
に
嘱
託
、
貫
首
選
挙
参
与
員
、
世
田

谷
中
学
建
築
事
務
主
任
、
視
学
員
兼
任
、
十
五
年

三
月
曹
洞
宗
制
編
成
審
議
会
幹
事
、
十
六
年
十
月

制
度
調
査
会
幹
事
、
二
十
二
年
一
月
永
平
寺
高
祖

大
師
大
遠
忌
事
務
嘱
託
、
永
平
寺
高
祖
大
師
大
遠

忌
準
備
事
務
嘱
託
、
常
任
庶
務
部
長
、
二
十
六
年

五
月
永
平
寺
副
監
院
、
愛
知
学
院
短
期
大
学
の

「
宗
憲
及
宗
制
史
」
講
師
、
参
禅
道
場
師
家
、
總

持
寺
修
史
局
長
な
ど
を
務
め
た
。
著
述
家
と
し
て

多
く
の
著
作
を
遺
し
て
お
り
、
主
要
な
も
の
と
し

て
は
『
江
戸
時
代
洞
門
政
要
』『
伝
光
録
詳
解
』

『
曹
洞
宗
宗
制
私
解
』『
総
持
寺
誌
』『
伝
光
録
』

（
岩
波
文
庫
）『
伝
光
録
参
究
の
栞
』
な
ど
が
あ

る
。
昭
和
四
十
八
年
三
月
十
四
日
に
九
十
一
歳
で

示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』『
洞
門
龍
象

要
覧
』『
江
戸
時
代
洞
門
政
要
』
横
関
ふ
じ
江

「
師
父
の
思
い
出
」、「
傘
松
」
第
三
五
七
、
三
五

九
、
三
六
〇
号
）

よ
こ
た‒

た
い
が
く　

横
田
泰
岳

明
治
元
年（
一
八
六
八
）－

昭
和
十
年（
一
九

三
五
）

久
留
米
市
千
光
寺
三
十
世
、
大
川
市
慈
恩
寺
、
佐

世
保
市
薬
王
寺
。
号
は
祖
道
。
明
治
元
年
四
月
十

二
日
に
福
岡
県
八
女
郡
川
瀬
村
に
生
ま
れ
る
。
受

業
師
は
徳
光
台
禅
、
本
師
は
字
禅
。
橋
本
祖
嶽
に

参
随
。
曹
洞
宗
務
支
局
附
属
学
校
を
卒
業
後
、
明

治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
教
師
検
定
を
受
け

て
三
等
教
師
と
な
る
。
昭
和
十
年
一
月
二
日
に
示

寂
し
た
。

よ
こ
た‒

ほ
う
ざ
ん　

横
田
寶
山

嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）－

大
正
九
年（
一
九

二
〇
）

水
戸
市
安
国
寺
二
十
五
世
。
号
は
祖
慶
。
嘉
永
元

年
八
月
十
五
日
に
茨
城
県
新
治
郡
出
島
村
安
食
の

横
田
小
左
衛
門
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は

小
川
萊
鳳
、
本
師
は
法
寶
全
翁
。
托
鉢
、
説
教
、

品
評
会
な
ど
を
通
じ
て
社
会
的
布
教
に
尽
力
し

た
。
弘
化
年
中
（
一
八
四
四
―
四
七
）
に
火
災
に

よ
っ
て
安
国
寺
の
伽
藍
を
焼
失
し
た
た
め
、
現
在

地
に
堂
宇
を
移
し
、
檀
信
徒
の
協
力
を
得
て
再
建

し
た
。
寺
禄
を
回
復
し
、
法
燈
を
守
っ
て
寺
運
の

隆
盛
を
図
る
。
教
育
に
も
関
心
を
持
ち
、
寺
の
一

部
を
学
校
の
敷
地
と
し
て
貸
与
し
、
地
域
の
人
々

に
感
謝
さ
れ
、
学
務
委
員
も
務
め
、
安
国
寺
の
中

興
と
な
っ
た
。
大
正
九
年
七
月
十
五
日
に
七
十
八
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明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
八
）

57

46

歳
で
示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

よ
こ
や
ま‒

ぎ
か
ん　

横
山
義
寛

明
治
九
年（
一
八
七
六
）－

昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）

渋
川
市
福
増
寺
二
十
三
世
、
渋
川
市
雙
永
寺
、
釧

路
市
大
康
院
二
世
。
号
は
大
康
、
仙
狂
子
。
明
治

九
年
一
月
十
九
日
に
越
後
中
蒲
原
郡
新
飯
田
町
の

横
山
祐
之
助
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本

師
は
間
嶋
祖
禅
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

に
前
橋
市
曹
洞
小
学
林
に
入
り
卒
業
後
、
前
橋
中

学
校
に
入
り
卒
業
。
三
十
年
曹
洞
宗
大
学
林
を
卒

業
、
三
十
一
年
四
月
雙
永
寺
に
転
住
。
三
十
三
年

福
増
寺
に
転
住
。
附
近
の
製
紙
工
場
の
工
女
布
教

に
従
事
し
、
自
坊
に
お
い
て
は
報
恩
講
を
結
び
接

化
に
務
め
た
。
ま
た
、
地
方
青
年
会
出
獄
人
保
護

会
と
連
絡
し
て
布
教
に
務
め
た
。
前
橋
市
曹
洞
宗

中
学
林
教
授
、
四
州
中
学
林
教
授
、
雙
林
寺
僧
堂

役
員
、
宗
務
所
長
、
布
教
部
布
教
師
、
免
因
保
護

会
幹
事
な
ど
を
務
め
て
い
る
。
三
十
五
年
曹
洞
宗

教
導
講
習
院
に
入
り
卒
業
。
四
十
三
年
及
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
に
は
内
務
省
の
感
化
教
育
事
業

講
習
会
に
出
席
し
全
科
を
修
了
。
同
年
冬
よ
り
別

子
銅
山
精
煉
所
附
属
常
在
布
教
師
を
務
め
、
七
年

に
は
宗
会
議
員
に
就
き
、
八
年
に
は
大
本
山
巡
回

布
教
師
、
十
年
よ
り
特
派
布
教
師
を
務
め
た
。
十

四
年
の
北
海
道
巡
回
布
教
の
折
、
布
教
所
を
建
て

て
定
光
寺
大
道
英
仙
を
開
山
に
拝
請
し
て
大
康
院

を
開
創
し
た
。
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
日
に
七

十
七
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
現
代

仏
教
家
人
名
辞
典
』『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』）

よ
こ
や
ま‒

き
ょ
う
ぜ
ん　

横
山
競
禅

明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）－

昭
和
四
十
六

年（
一
九
七
一
）

横
浜
市
西
有
寺
五
世
、
横
浜
市
萬
徳
寺
四
世
。
号

は
齢
学
。
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
三
日
に
青
森

県
西
津
軽
郡
舘
岡
の
横
山
家
に
生
ま
れ
た
。
受
業

師
、
本
師
は
玉
田
仁
齢
。
森
田
悟
由
に
参
随
。
西

有
中
学
林
を
卒
業
し
、
西
有
寺
認
可
僧
堂
に
安
居

し
た
。
神
奈
川
県
第
二
宗
務
所
長
も
務
め
て
い

る
。
昭
和
四
十
六
年
七
月
二
十
日
に
示
寂
し
た
。

（『
洞
門
龍
象
要
覧
』）

よ
こ
や
ま‒

げ
ん
し
ょ
う　

横
山
玄
彰

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）－

昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）

福
島
市
安
洞
院
十
四
世
。
号
は
瓦
嶽
。
明
治
十
四

年
八
月
二
十
五
日
に
福
島
市
南
矢
ノ
目
谷
地
の
菅

野
初
次
の
次
男
に
生
ま
れ
る
。
初
め
菅
野
得
全
と

称
し
た
。
受
業
師
は
横
山
玄
雄
、
本
師
は
高
雲
霊

道
。
明
治
二
十
三
年
に
曹
洞
宗
中
学
林
を
卒
業

し
、
東
洋
大
学
国
漢
専
門
部
を
卒
業
。
四
十
一
年

に
曹
洞
宗
教
導
講
習
院
へ
入
学
、
四
十
二
年
五
月

卒
業
。
同
年
六
月
よ
り
曹
洞
宗
大
学
に
留
学
す

る
。
四
十
三
年
よ
り
特
派
布
教
師
を
二
十
有
年

間
、
總
持
寺
再
建
祠
堂
勧
募
専
師
と
し
て
十
八
年

間
、
祠
堂
勧
募
に
従
事
し
た
。
管
内
布
教
部
布
教

師
、
工
場
布
教
師
、
管
内
布
教
師
（
二
回
）
を
務

め
る
。
宗
外
で
は
福
島
県
製
糸
同
業
組
合
嘱
託
講

師
、
戦
時
特
別
調
停
委
員
、
福
島
郵
便
局
精
神
話

講
師
、
県
方
面
委
員
、
県
小
作
調
停
委
員
、
軍
人

遺
家
族
指
導
講
師
、
借
家
、
借
地
調
停
委
員
、
金

銭
債
務
調
停
委
員
、
福
島
刑
務
所
教
誨
師
な
ど
を

務
め
た
。
昭
和
三
十
八
年
七
月
二
十
四
日
に
八
十

三
歳
で
示
寂
し
た
。（『
横
山
玄
彰
老
師
頌
徳
碑

文
』『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
洞
門
龍
象
要
覧
』）
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愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
63
巻
第
３
号

58

45

よ
こ
や
ま‒

こ
う
け
ん　

横
山
皎
賢

安
政
五
年（
一
八
五
八
）－

昭
和
十
一
年（
一

九
三
六
）

福
岡
県
田
川
郡
興
国
寺
二
十
七
世
、
行
橋
市
禅
興

寺
十
五
世
。
号
は
独
鏡
。
安
政
五
年
二
月
十
六
日

に
福
岡
県
仲
津
郡
矢
留
村
の
有
光
顕
了
の
三
男
に

生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
横
山
素
鏡
、
長
門

功
山
寺
の
金
山
主
黄
に
参
随
し
た
。
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）
四
月
に
駒
込
栴
檀
林
に
入
学
、
十

七
年
十
月
に
函
館
の
高
龍
寺
内
専
門
支
校
に
掛
錫

し
、
二
十
年
三
月
に
曹
洞
宗
大
学
林
に
入
っ
て
二

十
五
年
四
月
に
卒
業
。
二
十
三
年
福
岡
県
第
二
号

専
門
支
校
教
師
、
二
十
五
年
に
大
学
林
寮
監
、
二

十
六
年
福
岡
県
小
学
林
教
授
、
四
十
二
年
両
本
山

布
教
師
、
第
三
宗
務
所
長
、
四
十
四
年
管
内
布
教

師
な
ど
を
務
め
た
。
禅
興
寺
住
職
中
は
警
察
署
、

学
林
な
ど
で
宗
乗
を
講
演
し
、
興
国
寺
住
職
中
は

婦
人
会
を
創
設
し
て
近
村
に
巡
回
布
教
し
布
教
伝

道
、
寺
門
興
隆
に
努
め
た
。
昭
和
十
一
年
五
月
十

日
に
七
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。（『
興
国
寺
過
去

帳
』『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

よ
こ
や
ま‒

せ
っ
し
ゅ
う　

横
山
雪
洲

明
治
七
年（
一
八
七
四
）－

昭
和
十
五
年（
一

九
四
〇
）

行
橋
市
禅
興
寺
十
六
世
、
福
岡
県
田
川
郡
興
国
寺

二
十
八
世
。
号
は
天
溪
。
受
業
師
は
加
来
雪
光
、

本
師
は
横
山
皎
賢
。
明
治
七
年
十
月
五
日
に
福
岡

県
京
都
郡
今
元
村
字
津
留
の
小
正
路
市
六
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

七
月
に
鎮
西
中
学
林
を
卒
業
、
三
十
五
年
二
月
に

永
平
寺
で
転
衣
、
七
月
に
曹
洞
宗
大
学
林
を
卒

業
、
十
月
に
は
曹
洞
宗
第
四
中
学
林
副
学
監
に
任

命
さ
れ
た
。
三
十
七
年
九
月
に
は
同
中
学
林
学
監

に
任
命
さ
れ
る
。
三
十
八
年
十
月
に
は
依
願
免
職

し
、
四
十
年
十
一
月
に
は
曹
洞
宗
宗
会
議
員
に
当

選
し
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
に
は
曹

洞
宗
第
四
中
学
林
学
監
に
任
命
さ
れ
、
八
年
六
月

に
依
願
免
職
し
、
九
年
四
月
に
は
福
岡
県
第
三
曹

洞
宗
務
所
管
内
布
教
部
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
。

十
一
年
十
二
月
に
は
福
岡
県
第
三
曹
洞
宗
務
所
長

に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
五
年
十
月
一
日
に

六
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。（『
歴
住
世
代
帳
』『
現

代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

よ
こ
や
ま‒

ど
ん
か
い　

横
山
呑
海

　

－

大
正
三
年（
一
九
一
四
）

三
条
市
光
照
寺
十
九
世
。
号
は
大
心
。
新
潟
県
南

蒲
原
郡
福
島
村
鍋
島
の
横
山
弥
右
ヱ
門
の
二
男
に

生
ま
れ
る
。
本
師
は
機
参
学
禅
。
明
治
六
年
（
一

八
七
三
）
か
ら
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
ま
で
約

五
十
年
間
、
光
照
寺
の
住
職
を
務
め
た
。
大
正
三

年
二
月
九
日
に
八
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。

よ
こ
や
ま‒

り
ょ
う
せ
ん　

横
山
良
仙

明
治
六
年（
一
八
七
三
）－

昭
和
二
十
年（
一

九
四
五
）

新
城
市
醫
王
寺
二
十
七
世
、
新
城
市
新
昌
寺
十
六

世
。
号
は
覺
城
。
明
治
六
年
十
月
一
日
に
豊
橋
市

の
横
山
豊
造
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
曹
洞
宗
大
学

林
を
卒
業
し
曹
洞
宗
宗
務
院
書
記
を
務
め
た
。
新

昌
寺
に
義
財
を
募
り
、
鳥
居
強
右
衛
門
の
顕
彰
碑

を
建
て
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
六
月
十
日
に
七
十

二
歳
で
示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

よ
こ
わ
り‒

け
ん
ぽ
う　

横
割
拳
芳

明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）－

昭
和
六
十
一

年（
一
九
八
六
）
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富
士
市
成
安
寺
二
十
九
世
、
富
士
市
曽
我
寺
、
富

士
宮
市
重
林
寺
。
明
治
三
十
四
年
二
月
二
十
七
日

に
静
岡
県
富
士
市
上
横
割
に
生
ま
れ
る
。
受
業

師
、
本
師
は
横
割
純
宗
。
曹
洞
宗
中
学
林
を
卒
業

し
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
曹
洞
宗
大

学
を
卒
業
、
そ
の
後
、
朝
鮮
清
道
成
道
寺
詰
布
教

師
、
京
城
別
院
曹
溪
寺
布
教
師
、
管
内
布
教
師
、

宗
務
所
会
計
な
ど
を
務
め
て
い
る
。
昭
和
十
三
年

に
静
岡
第
二
宗
務
所
長
、
静
岡
県
宗
務
所
会
長
に

就
任
。
二
十
一
年
に
宗
議
会
議
員
、
二
十
八
年
に

静
岡
県
第
一
宗
務
所
長
、
總
持
寺
顧
問
及
び
顧
問

会
副
会
長
、
瑩
山
禅
師
六
五
〇
回
大
遠
忌
局
会
計

監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
し
た
。
宗
外
に
お
い
て
は

県
仏
教
会
富
士
分
会
長
、
静
岡
第
一
師
範
学
校
教

務
嘱
託
な
ど
も
務
め
た
。
昭
和
六
十
一
年
八
月
三

十
一
日
に
八
十
六
歳
で
示
寂
し
た
。
總
持
寺
よ
り

西
堂
重
興
号
を
授
与
さ
れ
る
。（『
洞
門
龍
象
要

覧
』『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』）　

よ
し
い
ず
み‒

ぜ
ん
き
ょ
う　

吉
泉
禅
教

弘
化
三
年（
一
八
四
六
）－

大
正
四
年（
一
九

一
五
）

鶴
岡
市
善
寶
寺
三
十
五
世
、
山
形
県
東
田
川
郡
寶

泉
寺
十
三
世
、
鶴
岡
市
天
澤
寺
十
九
世
、
鶴
岡
市

鳳
銜
寺
二
十
五
世
、
鶴
岡
市
正
法
寺
四
十
一
世
。

号
は
法
運
。
弘
化
三
年
六
月
二
十
日
に
山
形
県
東

田
川
郡
新
堀
村
の
吉
泉
善
五
右
衛
門
の
子
と
し
て

生
ま
れ
る
。
本
師
は
水
野
禅
山
。
慶
応
二
年
（
一

八
六
八
）
九
月
よ
り
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六

月
ま
で
高
田
不
博
に
、
七
月
よ
り
九
年
三
月
ま
で

老
梅
活
宗
に
参
随
す
る
。
三
十
年
（
一
八
九
七
）

以
降
、
總
持
寺
直
末
總
代
、
特
選
議
員
、
宗
務
支

局
取
締
宗
務
所
長
な
ど
を
務
め
た
。
慈
善
学
校
を

起
こ
し
、
宗
門
指
定
教
育
の
た
め
新
た
に
僧
堂
を

建
立
し
た
。
貧
民
に
施
す
な
ど
慈
善
事
業
に
尽
力

し
た
。
大
正
四
年
一
月
七
日
に
示
寂
し
て
い
る
。

（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

よ
し
う
ら‒
と
う
か
い　

吉
浦
透
海

文
化
十
一
年（
一
八
一
四
）－

明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）

鳥
取
県
日
野
郡
常
福
寺
十
七
世
、
鳥
取
県
日
野
郡

龍
福
寺
五
世
、
米
子
市
桂
住
寺
十
七
世
。
号
は
定

鱗
。
文
化
十
一
年
九
月
十
日
に
岡
山
県
勝
山
に
生

ま
れ
る
。
本
師
は
逸
山
白
林
。
明
治
七
年
（
一
八

七
四
）
十
一
月
に
常
福
寺
へ
晋
住
し
、
八
年
に
晋

山
結
制
、
九
年
に
梵
鐘
を
再
鋳
し
、
十
二
年
に
庫

院
を
再
建
し
た
。
十
五
年
に
は
殿
鐘
を
新
添
し
て

お
り
、
三
十
年
十
二
月
十
六
日
に
示
寂
し
た
。

（「
過
去
帳
」）

よ
し
お
か‒

し
ん
こ
う　

吉
岡
信
行

　

－

明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）

大
崎
市
石
雲
寺
三
十
世
、
奥
州
市
光
明
寺
二
十
二

世
、
出
雲
市
日
光
寺
。
号
は

閒
、

閑
と
も
あ

り
。
出
雲
国
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
鐡
面
清
拙
。

東
北
布
教
戒
師
を
務
め
る
な
ど
奥
羽
地
方
に
お
け

る
在
家
化
導
者
と
し
て
名
を
あ
げ
た
。『
心
地
観

経
』
に
説
く
四
恩
と
『
華
厳
経
』『
梵
網
経
』
に

説
く
十
善
を
中
心
に
教
化
の
項
目
を
作
っ
て
お

り
、
浄
土
三
部
経
な
ど
も
注
解
し
て
浄
土
教
と
の

融
合
に
よ
る
安
心
立
命
を
説
い
た
。『
求
化
微
糧

談
』『
説教
発
願
回
向
文
』『
説教
虎
列
（
マ
マ
）
刺
予
防
法
手

控
』『
虎
烈
刺
予
防
法
』『
破
邪
顕
正
論
』『
釈
迦

如
来
在
世
大
和
讃
』『
破
邪

顕
正
邪
正
問
答
編
』『
四
恩

十
善
談
』『
参
同
契
宝
鏡
三
昧
初
和
解
』
の
著
書

が
あ
り
、
曹
洞
宗
で
最
初
に
耶
蘇
教
を
排
撃
し
た

人
で
あ
っ
た
。
明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
日
に
示

寂
し
て
い
る
。（『
教
導
職
職
員
録
』「
明
教
新
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誌
」
第
一
八
九
三
号
『
明
治
前
期
曹
洞
宗
の
研

究
』）

よ
し
お
か‒

そ
ぜ
ん　

吉
岡
祖
禅

明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）－

昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）

尾
張
旭
市
広
徳
寺
十
世
。
明
治
二
十
二
年
九
月
三

十
日
に
犬
山
市
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は

安
藤
玉
隆
。
三
川
啓
明
に
参
随
し
た
。
第
三
中
学

林
（
愛
知
中
学
校
）
を
卒
業
し
両
本
山
巡
回
布
教

師
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
以
来
、
中
保
護
区

保
護
司
や
同
副
会
長
、
名
古
屋
市
民
生
委
員
、
相

生
学
園
主
任
、
愛
知
育
児
院
理
事
、
名
古
屋
市
家

庭
裁
判
所
家
事
調
停
委
員
、
新
栄
学
区
遺
族
会

長
、
雲
竜
幼
稚
園
理
事
、
名
古
屋
市
地
方
裁
判
所

調
停
委
員
、
名
古
屋
刑
務
所
篤
志
面
接
委
員
と
し

て
活
躍
し
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
五
月

三
日
に
瑞
宝
章
藍
綬
褒
章
を
受
章
す
る
な
ど
、
そ

の
他
数
々
の
賞
を
受
け
た
。
二
十
九
年
十
月
二
十

五
日
に
皇
居
で
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
特
別
拝
謁

し
、
三
十
年
四
月
二
十
五
日
に
は
永
平
寺
授
戒
会

報
恩
焼
香
師
を
務
め
た
。
三
十
四
年
十
月
二
十
日

に
は
天
皇
陛
下
よ
り
時
計
を
下
賜
さ
れ
、
昭
和
五

十
年
十
二
月
七
日
に
八
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。

（『
洞
門
龍
象
要
覧
』）

よ
し
お
か‒

て
つ
ぜ
ん　

吉
岡
鐡
禅

明
治
十
一
年（
一
八
七
八
）－

昭
和
十
五
年

（
一
九
四
四
）

藤
枝
市
心
岳
寺
二
十
九
世
、
焼
津
市
正
岳
寺
五

世
、
藤
枝
市
正
泉
寺
十
六
世
、
牧
之
原
市
石
雲
院

独
住
八
世
。
号
は
舜
孝
。
明
治
十
一
年
三
月
十
七

日
に
静
岡
県
志
田
郡
靑
島
村
大
字
前
島
の
曾
根
善

重
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
吉
岡

鐡
門
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
八
月
に
曹

洞
宗
小
学
校
を
卒
業
し
、
三
十
一
年
七
月
に
は
曹

洞
宗
第
三
中
学
林
を
卒
業
。
三
十
二
年
二
月
か
ら

三
十
四
年
八
月
ま
で
天
徳
寺
僧
堂
に
安
居
し
た
。

三
十
八
年
に
東
京
麻
布
の
曹
洞
宗
大
学
を
卒
業

後
、
神
田
正
則
英
語
学
校
に
学
ん
だ
。
四
十
一
年

に
は
興
国
寺
認
可
僧
堂
付
属
私
立
中
学
明
道
学
館

の
教
授
を
務
め
、
四
十
二
年
に
は
大
洞
院
専
門
僧

堂
の
講
師
と
な
る
。
四
十
四
年
に
は
静
岡
県
第
四

曹
洞
宗
宗
務
所
管
内
布
教
師
に
、
大
正
元
年
（
一

九
一
二
）
十
月
に
は
呉
鎮
守
府
管
内
軍
人
布
教
師

に
任
命
さ
れ
た
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
一

月
よ
り
曹
洞
宗
大
学
副
学
監
と
な
り
七
年
ま
で
務

め
た
。
ま
た
、
同
年
九
月
よ
り
宗
乗
研
究
生
に
、

十
五
年
十
一
月
永
平
寺
単
頭
、
五
年
か
ら
九
年
ま

で
静
岡
県
第
四
曹
洞
宗
宗
務
所
会
議
員
、
七
年
に

は
静
岡
県
志
田
郡
仏
教
慈
恵
会
長
、
九
年
五
月
よ

り
十
七
年
五
月
ま
で
永
平
寺
眼
蔵
会
講
師
、
十
年

二
月
に
は
永
平
寺
後
堂
に
就
い
た
。
著
作
に
は

『
遠
州
高
尾
山
龍
門
山
石
雲
院
史
』、「
正
法
眼
蔵

弁
道
話
新
講
」
が
あ
り
、「
傘
松
」、「
大
法
輪
」、

「
大
乗
禅
」
な
ど
に
多
く
の
論
稿
を
執
筆
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
八
日
に
六
十
七
歳
で
示
寂

し
た
。（『
舜
孝
鐡
禅
大
和
尚
科
譜
』『
曹
洞
宗
名

鑑
』『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』「
傘
松
」
第
四
九

四
号
）

よ
し
お
か‒

と
う
い
ち　

吉
岡
棟
一

大
正
三
年（
一
九
一
四
）－

平
成
九
年（
一
九

九
七
）

福
島
市
円
通
寺
十
一
世
。
号
は
徹
山
。
大
正
三
年

十
二
月
三
日
に
福
島
市
舟
場
町
に
生
ま
れ
る
。
受

業
師
、
本
師
は
吉
岡
東
関
。
沢
木
興
道
に
参
随
し

た
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
よ
り
九
年
ま
で
長

禄
寺
僧
堂
に
安
居
し
た
。
九
年
三
月
に
は
福
島
師
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範
学
校
を
卒
業
、
十
六
年
に
駒
澤
大
学
仏
教
学
部

を
卒
業
。
九
年
よ
り
郡
山
市
喜
久
田
小
学
校
、
福

島
市
杉
妻
小
学
校
、
大
森
中
学
校
の
教
諭
を
歴
任

し
、
三
十
一
年
に
は
福
島
県
宗
務
所
参
事
、
三
十

五
年
に
宗
務
所
長
に
当
選
し
、
三
期
務
め
る
。
四

十
年
十
一
月
に
は
福
島
県
仏
教
会
会
長
に
就
任
。

三
十
一
年
に
し
の
ぶ
保
育
園
、
四
十
一
年
に
福
島

ル
ン
ビ
ニ
ー
幼
稚
園
を
開
設
し
て
園
長
を
務
め

た
。
四
十
二
年
二
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
に
渡
り
、
釈

迦
休
戦
を
提
唱
、
以
後
、
平
和
の
鐘
、
日
本
寺
建

設
、
遺
児
引
取
り
、
遺
骨
収
集
な
ど
の
た
め
に
ベ

ト
ナ
ム
へ
四
十
回
訪
問
す
る
。
四
十
五
年
に
曹
洞

宗
宗
議
会
議
員
に
当
選
し
て
以
来
六
期
務
め
、
五

十
三
年
に
曹
洞
宗
宗
議
会
副
議
長
、
そ
の
後
、
宗

議
会
議
長
、
教
学
部
長
、
駒
澤
大
学
理
事
長
、
愛

知
学
院
大
学
理
事
、
世
田
谷
学
園
理
事
、
多
々
良

学
園
理
事
な
ど
を
歴
任
し
た
。
曹
洞
宗
総
合
特
別

審
議
会
会
長
、
曹
洞
宗
選
挙
制
度
検
討
特
別
委
員

会
会
長
な
ど
も
歴
任
し
て
い
る
。
ま
た
、
曹
洞
宗

東
南
ア
ジ
ア
難
民
救
済
会
議
を
設
立
し
、
会
長
に

就
任
し
た
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
は
紺
綬

褒
章
を
受
章
し
た
外
、
数
々
の
表
彰
を
受
け
た
。

著
書
に
『
福
島
県
仏
教
史
』『
禅
』『
ベ
ト
ナ
ム
仏

教
体
験
シ
リ
ー
ズ
』
上
・
下
巻
、
歌
集
に
『
大
道

無
門
』『
喫
茶
去
』『
み
ち
く
さ
』
が
あ
り
、
昭
和

四
十
八
年
に
は
小
説
『
椿
の
系
譜
』
で
福
島
県
文

学
賞
を
受
賞
し
た
。
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
に

八
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』

『
洞
門
龍
象
要
覧
』「
宗
報
」
第
七
四
一
号
、「
本

葬
儀
栞
」）

よ
し
お
か‒

と
う
か
い　

吉
岡
東
海

安
政
五
年（
一
八
五
八
）－

大
正
六
年（
一
九

一
七
）

福
島
市
円
通
寺
九
世
。
号
は
百
乗
。
安
政
五
年
に

二
本
松
藩
士
吉
川
宗
助
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
五

歳
の
時
、
道
輪
の
養
子
と
な
り
、
興
国
寺
の
峻
林

及
び
大
隣
寺
の
古
芳
に
随
侍
し
た
。
十
六
歳
で
古

芳
に
つ
い
て
立
職
し
、
十
八
歳
の
時
、
永
平
寺
で

転
衣
、
十
七
歳
で
円
通
寺
の
住
職
と
な
り
、
四
十

三
年
間
に
わ
た
っ
て
伽
藍
復
興
や
宗
務
に
尽
力
し

た
。
大
正
六
年
二
月
十
四
日
に
六
十
歳
で
示
寂
し

て
い
る
。（『
円
通
寺
過
去
帳
』）

よ
し
か
わ‒

ぎ
ど
う　

吉
川
義
道

　

－

大
正
元
年（
一
九
一
二
）

名
古
屋
市
万
松
寺
三
十
六
世
、
京
都
市
永
林
寺
十

九
世
、
京
都
府
船
井
郡
善
入
寺
九
世
、
京
都
市
福

徳
寺
五
世
、
京
都
府
北
桑
田
郡
冨
春
庵
。
号
は
大

活
。
京
都
府
船
井
郡
麻
気
村
の
田
中
家
に
生
ま
れ

る
。
本
師
は
黙
室
義
宣
。
曹
洞
宗
扶
宗
会
、
曹
洞

宗
末
派
総
代
議
員
な
ど
を
務
め
、
両
本
山
の
和
議

を
成
立
さ
せ
た
。『
修
証
義
』
編
纂
委
員
、
永
平

寺
顧
問
に
も
就
き
、
總
持
寺
の
移
東
に
活
躍
し

た
。
總
持
寺
の
衆
寮
は
万
松
寺
の
僧
堂
を
移
築
し

た
建
物
で
あ
る
。
大
正
元
年
九
月
十
六
日
に
六
十

六
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
上
高
僧
月
旦
』）

よ
し
か
わ‒

じ
ゅ
う
け
ん　

吉
川
重
謙

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）－

昭
和
六
十
三

年（
一
九
八
八
）

福
島
県
伊
達
郡
仲
興
寺
十
八
世
、
福
島
市
宝
積
寺

二
十
八
世
。
明
治
三
十
三
年
一
月
二
日
に
福
島
市

舟
場
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
吉
川
東
漸
。
海
蔵
寺

僧
堂
に
安
居
し
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
九

月
よ
り
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
八
月
ま
で
福
島

県
信
夫
郡
杉
妻
村
の
書
記
、
三
十
一
年
十
一
月
よ

り
三
十
五
年
十
一
月
ま
で
福
島
県
宗
務
所
長
、
三

十
六
年
四
月
よ
り
福
島
県
仏
教
会
副
会
長
に
就
任
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し
た
。
そ
の
他
、
福
島
市
雇
学
課
に
勤
務
、
福
島

市
共
済
委
員
、
県
方
面
委
員
、
司
法
保
護
委
員
、

司
法
成
人
保
護
司
な
ど
も
務
め
た
。
昭
和
六
十
三

年
二
月
二
十
七
日
に
八
十
九
歳
で
示
寂
し
た
。

（『
洞
門
龍
象
要
覧
』）

よ
し
か
わ‒

ほ
う
あ
ん　

吉
川
法
安

天
保
七
年（
一
八
三
六
）－

大
正
三
年（
一
九

一
四
）

日
高
市
谷
雲
寺
十
九
世
、
秩
父
市
清
泉
寺
四
十

世
。
飯
能
市
心
應
寺
、
埼
玉
県
入
間
郡
高
福
寺
。

号
は
致
元
。
天
保
七
年
二
月
十
日
に
愛
知
県
中
嶋

郡
宮
重
村
の
吉
川
安
造
の
二
男
に
生
ま
れ
る
。
受

業
師
、
本
師
は
吉
峯
大
澄
。
文
久
三
年
（
一
八
六

三
）
十
一
月
二
十
八
日
に
永
平
寺
で
転
衣
し
心
應

寺
、
谷
雲
寺
、
高
福
寺
に
歴
住
し
て
、
明
治
二
十

五
年
（
一
八
九
二
）
に
清
泉
寺
に
昇
住
し
た
。
二

十
八
年
四
月
に
清
泉
寺
を
法
幢
地
に
昇
格
さ
せ
、

大
正
三
年
十
二
月
二
十
六
日
に
七
十
九
歳
で
示
寂

し
た
。（『
清
泉
寺
過
去
帳
』）

よ
し
か
わ‒

ゆ
う
ご　

芳
川
雄
悟

文
久
三
年（
一
八
六
三
）－

昭
和
十
三
年（
一

九
三
八
）

大
崎
市
天
性
寺
三
十
世
、
宮
城
県
加
美
郡
宝
泉
院

二
十
五
世
、
一
関
市
願
成
寺
三
十
七
世
、
一
関
市

常
光
寺
十
八
世
。
号
は
哲
庵
。
文
久
三
年
八
月
十

日
に
岩
手
県
一
関
の
芳
川
家
に
生
ま
れ
る
。
本
師

は
佐
藤
雄
明
。
明
治
期
に
本
山
布
教
師
と
し
て
全

国
各
地
を
布
教
巡
回
し
て
お
り
、
各
宗
各
派
と
の

交
流
も
多
か
っ
た
。
昭
和
十
三
年
一
月
六
日
に
七

十
六
歳
で
示
寂
し
た
。

よ
し
だ‒

え
っ
し
ゅ
う　

吉
田
悅
宗

明
治
五
年（
一
八
七
二
）－

昭
和
十
四
年（
一

九
三
九
）

福
島
市
陽
林
寺
二
十
八
世
、
岩
沼
市
長
谷
寺
二
十

世
、
上
山
市
寿
仙
寺
二
十
九
世
。
号
は
幽
谷
、
大

覺
。
明
治
五
年
四
月
十
七
日
に
富
山
県
石
動
町
福

町
に
生
ま
れ
る
。
宮
城
県
名
取
郡
千
貫
村
北
長
谷

の
吉
田
甚
左
衛
門
の
養
子
と
な
り
、
吉
田
と
称

す
。
受
業
師
、
本
師
は
横
尾
賢
宗
。
明
治
三
十
八

年
（
一
九
〇
五
）
七
月
に
曹
洞
宗
大
学
を
卒
業
し

内
地
留
学
生
に
抜
擢
さ
れ
て
、
比
叡
山
で
華
厳
学

や
天
台
学
を
三
年
間
研
究
し
た
。
大
正
元
年
（
一

九
一
二
）
に
陽
林
寺
に
住
職
し
布
教
に
尽
力
し

た
。
そ
の
後
、
曹
洞
宗
第
二
中
学
林
教
授
、
両
本

山
特
派
布
教
師
を
歴
任
し
た
。
大
正
十
四
年
に
寿

仙
寺
へ
転
住
し
、
昭
和
十
四
年
六
月
十
日
に
六
十

八
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

よ
し
だ‒

か
ん
ゆ
う　

吉
田
完
悠

明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）－

平
成
十
五
年

（
二
〇
〇
三
）

名
古
屋
市
太
平
寺
二
十
八
世
、
篠
山
市
洞
光
寺
四

十
三
世
。
号
は
大
心
。
明
治
四
十
三
年
十
二
月
四

日
に
愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
の
吉
田
菊
松
の
四
男

に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
吉
田
鉄
心
。
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
に
愛
知
中
学
校
を
卒

業
し
、
七
年
三
月
に
駒
澤
大
学
専
門
部
を
卒
業
、

八
年
三
月
か
ら
九
年
三
月
ま
で
永
平
寺
に
安
居
、

九
年
三
月
か
ら
十
年
三
月
ま
で
總
持
寺
に
安
居
、

十
一
年
三
月
か
ら
三
十
二
年
三
月
ま
で
日
泰
寺
僧

堂
に
安
居
し
た
。
愛
知
県
第
一
宗
務
所
第
十
五
教

区
長
、
覚
王
山
専
門
僧
堂
副
寺
、
単
頭
、
講
師
、

洞
光
寺
梅
花
講
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
十
五
年

十
月
三
日
に
九
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。
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よ
し
だ‒

け
ん
し
ょ
う　

吉
田
顕
敞

明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）－

昭
和
四
十
八

年（
一
九
七
三
）

仙
台
市
洞
林
寺
三
十
七
世
。
明
治
三
十
五
年
に
宮

城
県
宮
城
郡
利
府
村
の
吉
田
擔
宗
の
長
男
に
生
ま

れ
る
。
号
は
徳
峯
。
受
業
師
は
木
村
文
明
、
本
師

は
吉
田
擔
宗
。
曹
洞
宗
第
二
中
学
林
を
卒
業
し
松

音
寺
専
門
僧
堂
に
安
居
。
昭
和
四
年
（
一
九
二

七
）
一
月
に
洞
林
寺
住
職
と
な
っ
た
。
宮
城
県
宗

務
所
会
計
、
教
区
長
、
宮
城
県
宗
務
所
賛
事
、
司

法
保
護
委
員
や
栴
檀
学
園
学
監
、
仙
台
仏
教
会
会

長
、
曹
洞
宗
宮
城
県
宗
務
所
長
、
県
遺
族
会
常
任

理
事
、
県
戦
犯
者
世
話
人
会
常
任
理
事
、
社
寺
境

内
地
処
分
審
査
会
委
員
、
日
本
宗
教
連
盟
事
務
局

長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
二
十
七
年
に
は
洞
林
寺
菅

谷
不
動
尊
祭
典
を
復
活
さ
せ
た
。
四
十
三
年
に
は

沖
縄
摩
文
仁
丘
に
慰
霊
碑
宮
城
乃
塔
を
建
立
す
る

に
あ
た
り
、
宮
城
県
曹
洞
宗
訪
問
団
団
長
に
就
き

開
眼
供
養
法
要
の
導
師
を
務
め
て
い
る
。
四
十
七

年
に
は
サ
イ
パ
ン
島
遺
骨
収
集
団
に
同
行
し
、
観

音
像
の
落
慶
や
戦
没
者
供
養
の
導
師
を
務
め
た
。

漢
詩
や
句
作
を
好
み
、
書
に
も
親
し
ん
だ
。
昭
和

四
十
八
年
一
月
十
三
日
に
七
十
二
歳
で
示
寂
し

た
。（「
開
山
三
百
五
十
回
忌
法
要
栞
」『
洞
門
龍

象
要
覧
』）

よ
し
だ‒

げ
ん
ほ
う　

吉
田
玄
鳳

　

－

大
正
七
年（
一
九
一
八
）

飯
山
市
弥
勒
寺
二
十
世
、
上
越
市
洞
仙
寺
。
新
潟

県
高
田
鍋
屋
町
の
吉
田
十
束
の
三
男
に
生
ま
れ

る
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
寺
子
屋
を
開
設
し

た
。
大
正
七
年
八
月
三
十
日
に
示
寂
し
て
い
る
。

よ
し
だ‒

こ
う
ざ
ん　

吉
田
興
山

明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）－

平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）

篠
山
市
長
和
寺
九
世
、
綾
部
市
龍
宝
寺
十
世
、
篠

山
市
清
陰
寺
十
三
世
、
長
野
市
長
国
寺
三
十
九

世
。
号
は
雲
外
。
明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
七
日

に
長
崎
市
の
吉
田
佐
太
郎
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。

受
業
師
は
澤
木
興
道
、
本
師
は
佐
久
間
貞
道
。
昭

和
十
年
に
東
京
府
立
高
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学

文
学
部
に
入
学
し
て
い
る
。
總
持
寺
単
頭
、
副
監

院
、
横
浜
刑
務
所
教
誨
師
、
本
山
布
教
師
な
ど
を

歴
任
。『
早
起
き
人
間
学
』『
か
ぼ
ち
ゃ
和
尚
の
只

管
打
坐
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
平
成
二
年
七
月

二
十
八
日
に
七
十
九
歳
で
示
寂
し
た
。

よ
し
だ‒

こ
う
し
ゅ
ん　

吉
田
光
俊

昭
和
七
年（
一
九
三
二
）－

平
成
六
年（
一
九

九
四
）

津
島
市
海
善
寺
七
世
、
愛
西
市
薬
師
寺
。
号
は
實

成
。
昭
和
七
年
十
一
月
十
一
日
に
愛
知
県
津
島
市

に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
橋
本
恵
光
、
本
師
は
吉

田
恵
俊
。
二
十
三
年
三
月
に
津
島
女
子
高
校
を
卒

業
後
、
永
平
寺
に
安
居
し
た
。
永
平
寺
は
雲
水
が

戦
地
へ
行
っ
た
た
め
少
な
く
、
そ
の
間
を
尼
僧
が

護
っ
た
。
福
井
地
震
に
遭
遇
し
た
が
支
援
活
動
を

続
け
て
お
り
、
そ
の
後
、
関
西
尼
学
林
へ
転
入
し

二
十
七
年
に
送
行
し
た
。
丈
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
五

メ
ー
ト
ル
の
二
十
一
条
の
糞
掃
衣
を
縫
い
上
げ
、

五
十
九
年
暮
れ
に
イ
ン
ド
へ
渡
り
、
釈
尊
成
道
の

日
に
ク
シ
ナ
ガ
ラ
涅
槃
堂
の
涅
槃
像
に
搭
け
ら
れ

た
。
平
成
六
年
十
月
九
日
に
六
十
三
歳
で
示
寂
し

た
。（「
跳
龍
」
第
四
三
五
号
）

よ
し
だ‒

じ
っ
さ
ん　

吉
田
實
参

　

－

大
正
二
年（
一
九
二
三
）

大
阪
府
豊
能
郡
慈
眼
寺
四
世
。
号
は
愚
道
。
広
島
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県
の
吉
田
権
六
の
二
男
に
生
ま
れ
た
。
明
治
三
十

三
年
（
一
九
〇
〇
）
五
月
に
慈
眼
寺
に
入
寺
し
、

四
十
四
年
に
は
徒
弟
に
住
職
を
譲
り
隠
居
と
な

る
。
大
正
十
二
年
七
月
十
七
日
に
示
寂
し
た
。

（『
慈
眼
寺
過
去
帳
』）

よ
し
だ‒

し
ゅ
ん
ど
う　

吉
田
俊
童

明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）－

昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）

小
樽
市
徳
源
寺
八
世
。
明
治
三
十
二
年
六
月
一
日

に
福
井
県
坂
井
郡
西
里
丸
岡
に
生
ま
れ
る
。
本
師

は
渡
部
活
玄
か
大
城
虎
童
。
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
に
立
正
大
学
史
学
科
を
卒
業
し
駒
澤
大
学
布

教
師
養
成
所
を
修
了
し
た
。
乾
徳
寺
、
總
持
寺
僧

堂
に
安
居
し
曹
洞
宗
布
教
師
、
梅
花
流
五
級
師
範

に
就
い
た
。
各
宗
連
合
仏
教
会
長
、
法
友
会
会

長
、
富
山
県
立
富
山
中
学
校
教
諭
、
富
山
夜
間
中

等
学
校
嘱
託
、
富
山
県
学
事
指
導
員
、
小
樽
昭
和

高
等
学
校
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
、
昭
和
五
十
年
三

月
二
日
に
七
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
門
龍
象

要
覧
』）

よ
し
だ‒

せ
ん
じ
ゅ　

吉
田
仙
受

　

－

明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）

岐
阜
県
加
茂
郡
洞
雲
寺
十
九
世
、
米
原
市
円
成

庵
、
福
井
県
三
方
上
中
郡
海
蔵
院
、
鳥
取
県
東
伯

郡
光
明
寺
十
五
世
、
倉
吉
市
満
正
寺
十
七
世
、
天

草
市
東
向
寺
二
十
二
世
、
天
草
市
迦
葉
寺
二
世
、

名
古
屋
市
円
通
寺
二
十
七
世
、
仙
台
市
輪
王
寺
四

十
世
。
号
は
信
叟
。
鳥
取
県
に
生
ま
れ
る
。
明
治

維
新
後
、
永
平
寺
の
青
蔭
雪
鴻
の
推
挙
に
よ
り
洞

雲
寺
に
入
寺
し
、
そ
の
傍
ら
、
永
平
寺
、
總
持
寺

各
僧
堂
で
多
く
の
学
人
を
接
化
し
た
。
明
治
三
十

四
年
八
月
四
日
に
示
寂
し
た
。（『
洞
雲
寺
史
』）

よ
し
だ‒

て
っ
し
ん　

吉
田
鐵
心

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）－

昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）

篠
山
市
洞
光
寺
四
十
一
世
、
篠
山
市
岳
応
寺
、
名

古
屋
市
成
福
寺
七
世
。
号
は
大
峰
。
明
治
十
四
年

一
月
十
四
日
に
愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
の
吉
田
重

五
郎
の
四
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
原
田
良

禅
、
本
師
は
山
田
大
啓
。
杉
本
道
山
に
参
随
す

る
。
三
十
八
年
に
曹
洞
宗
大
学
林
を
卒
業
し
、
曹

洞
宗
第
三
中
学
林
教
師
、
三
十
九
年
に
は
韓
国
布

教
師
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
七
月
よ
り
第
三

中
学
林
副
学
監
、
同
教
授
、
十
一
年
に
は
朝
鮮
布

教
総
監
代
理
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
南
丹

市
龍
穏
寺
僧
堂
師
家
、
十
六
年
九
月
五
日
か
ら
三

十
三
年
四
月
三
日
ま
で
日
泰
寺
副
住
職
、
日
泰
寺

僧
堂
堂
長
、
愛
知
学
院
短
期
大
学
講
師
、
高
階
瓏

仙
の
隨
行
長
な
ど
を
務
め
た
。
そ
の
他
、
韓
国
黄

海
道
金
川
郡
育
英
学
校
主
管
、
京
城
光
武
学
校
主

任
、
漢
城
中
学
校
教
頭
、
韓
国
農
商
工
部
大
臣
秘

書
官
、
内
部
大
臣
秘
書
官
、
仏
教
復
興
朝
鮮
大
会

布
教
指
導
員
な
ど
も
務
め
、
布
教
家
と
し
て
の
名

を
あ
げ
た
。
著
書
に
『
六
方
礼
経
』『
玉
耶
経
の

和
訳
』『
鮮
文
修
証
義
要
解
』
な
ど
が
あ
る
。
昭

和
三
十
三
年
四
月
四
日
に
七
十
九
歳
で
示
寂
し

た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』）

よ
し
だ‒

り
ゅ
う
え
つ　

吉
田
隆
悦

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）－

平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
）

八
戸
市
大
慈
寺
二
十
世
、
栗
原
市
養
昌
寺
十
六

世
。
明
治
四
十
年
九
月
二
十
六
日
に
青
森
県
八
戸

市
湊
町
の
吉
田
家
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師

は
佐
藤
隆
三
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
月
に
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駒
澤
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
を
卒
業
後
、
四
月
一

日
よ
り
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
總
持
寺
に
安

居
す
る
。
十
年
十
二
月
二
十
四
日
に
養
昌
寺
十
六

世
と
な
り
、
十
六
年
一
月
に
は
西
有
寺
専
門
僧
堂

の
准
師
家
、
十
七
年
九
月
に
は
曹
洞
宗
第
八
禅
林

准
師
家
及
び
林
監
。
二
十
二
年
四
月
に
は
宮
城
県

矢
崎
村
の
農
業
協
同
組
合
、
共
済
組
合
の
組
合
長

に
就
任
し
、
二
十
四
年
四
月
よ
り
二
十
六
年
三
月

ま
で
宮
城
県
同
胞
援
護
会
島
矢
崎
村
会
長
に
就
い

た
。
三
十
年
五
月
十
日
に
は
大
慈
寺
二
十
世
と
な

り
、
十
月
に
大
慈
寺
参
禅
道
場
を
開
単
し
師
家
に

任
ぜ
ら
れ
る
。
三
十
三
年
よ
り
二
十
二
年
間
、
売

春
防
止
法
青
森
県
推
進
委
員
会
委
員
を
務
め
、
四

十
二
年
二
月
に
は
福
聚
保
育
園
を
設
立
し
理
事
長

に
就
任
し
た
。
そ
の
他
、
四
十
七
年
五
月
に
青
森

県
総
和
会
会
長
、
本
部
理
事
、
五
十
四
年
七
月
に

東
北
福
祉
大
学
評
議
員
、
五
十
六
年
二
月
に
曹
洞

宗
参
禅
道
場
師
家
会
副
会
長
、
十
月
に
曹
洞
宗
視

学
員
、
五
十
七
年
三
月
に
西
有
寺
専
門
僧
堂
西

堂
、
五
月
に
は
八
戸
市
新
都
市
土
地
区
画
整
理
事

業
協
議
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
五
十
七
年
に

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
西
有
寺
復
興
地
鎮
祭
の
導
師

を
務
め
る
な
ど
し
て
、
六
十
三
年
十
一
月
に
八
戸

市
特
別
功
労
者
賞
を
受
賞
。
著
書
に
『
幕
末
明
治

の
名
僧
西
有
穆
山
禅
師
』『
八
千
と
せ
の
松
』『
悟

り
の
炎
』
一
・
二
巻
、『
天
地
い
っ
ぱ
い
の
感

激
』
な
ど
が
あ
る
。
平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
七

日
に
九
十
六
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要

覧
』）

よ
し
だ‒

り
ょ
う
ぜ
ん　

吉
田
亮
禅

安
政
六
年（
一
八
五
九
）－

大
正
十
四
年（
一

九
二
五
）

金
沢
市
永
福
寺
三
十
四
世
、
金
沢
市
伝
燈
院
、
金

沢
市
棟
岳
寺
二
十
九
世
、
青
森
県
下
北
郡
長
福
寺

十
九
世
、
青
森
県
下
北
郡
福
蔵
寺
開
山
。
号
は
大

活
。
安
政
六
年
一
月
四
日
に
青
森
県
下
北
郡
佐
井

村
の
久
造
の
二
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
脇
澤

寺
の
大
林
、
本
師
は
長
福
寺
の
大
孝
。
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
夏
、
青
森
県
の
瑞
龍
寺
に
お
い
て

首
座
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
九
年
よ
り
森
田
悟
由
に
七

年
間
参
随
す
る
。
森
田
悟
由
が
永
平
寺
六
十
四
世

へ
昇
住
し
た
の
に
随
行
し
て
僧
堂
に
五
年
間
安
居

し
、
二
十
八
年
よ
り
金
沢
市
の
伝
燈
院
に
住
持
し

た
後
、
棟
岳
寺
に
転
住
し
た
。
三
十
八
年
に
永
福

寺
に
昇
住
し
て
地
方
布
教
に
従
事
し
た
。
大
正
十

四
年
十
二
月
十
四
日
に
長
福
寺
に
お
い
て
六
十
六

歳
で
示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

よ
し
た
に‒

け
ん
こ
う　

由
谷
憲
光

　

－

昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）

金
沢
市
浄
住
寺
、
金
沢
市
灯
明
寺
三
十
世
、
金
沢

市
長
久
寺
二
十
六
世
、
金
沢
市
覚
心
院
二
世
。
号

は
泰
龍
。
石
川
県
鳳
至
郡
野
村
に
生
ま
れ
る
。
名

古
屋
禅
学
林
に
安
居
す
る
。
總
持
寺
本
山
布
教

師
、
石
川
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
、
布
教
部
委
員

長
、
管
内
布
教
師
、
曹
洞
宗
宗
会
議
員
な
ど
を
務

め
た
。
宗
外
で
は
司
法
保
護
委
員
、
保
護
司
、
金

沢
刑
務
所
教
誨
師
、
全
日
本
宗
教
平
和
博
覧
会
第

一
仏
教
館
委
員
長
、
仏
教
中
央
会
館
建
設
推
進
委

員
、
石
川
県
宗
教
連
盟
常
務
理
事
な
ど
を
歴
任

し
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
一
日
に
示
寂
し
た
。

（『
洞
門
龍
象
要
覧
』）

よ
し
づ‒

け
い
か
ん　

吉
津
契
寛

　

－

明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）

広
島
県
神
石
郡
宝
泉
寺
十
八
世
、
広
島
県
神
石
郡

安
楽
寺
十
七
世
、
尾
道
市
見
性
寺
十
八
世
。
号
は

通
峰
。
広
島
県
御
調
郡
東
村
に
生
ま
れ
る
。
荒
廃
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し
て
い
た
宝
泉
寺
に
入
り
、
檀
信
徒
の
協
力
を
得

て
諸
堂
を
修
復
し
、
梵
鐘
を
鋳
造
す
る
な
ど
宝
泉

寺
を
再
興
し
た
。
明
治
二
十
五
年
十
月
二
十
七
日

に
四
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。（「
明
教
新
誌
」
第
一

三
三
二
号
）

よ
し
づ‒

だ
い
げ
い　

吉
津
大
鯨

安
政
五
年（
一
八
五
八
）－

大
正
十
三
年（
一

九
二
四
）

福
山
市
昌
源
寺
九
世
、
福
山
市
広
福
寺
十
三
世
、

福
山
市
龍
興
寺
二
十
一
世
。
号
は
巨
山
。
安
政
五

年
十
月
十
二
日
に
広
島
県
福
山
市
西
町
の
岩
本
徳

左
ヱ
門
の
六
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
弥
山
大

高
、
本
師
は
宏
巌
覚
量
。
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）
夏
、
潮
方
寺
圭
道
の
初
会
に
入
衆
し
、
八
年

四
月
よ
り
十
一
年
三
月
ま
で
、
尾
道
の
天
寧
寺
の

嘿
仙
の
下
に
安
居
し
た
。
体
は
小
さ
い
が
理
知
的

な
人
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
正
十
三

年
十
月
八
日
に
六
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。

よ
し
づ‒

だ
い
ゆ
う　

吉
津
大
雄

明
治
十
年（
一
八
七
七
）－

大
正
五
年（
一
九

一
六
）

福
山
市
龍
興
寺
、
竹
原
市
海
蔵
寺
十
世
。
号
は
實

山
。
明
治
十
年
十
月
十
五
日
に
備
後
深
安
郡
吉
津

村
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
吉
津
大
鯨
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
夏
、
竺
山
嘿
禅
に

入
衆
し
、
二
十
九
年
冬
、
天
寧
寺
で
立
身
、
三
十

一
年
九
月
に
吉
津
大
鯨
に
嗣
法
し
た
。
天
寧
寺
僧

堂
に
安
居
す
る
こ
と
多
年
に
渡
り
、
後
に
広
島
中

学
林
を
卒
業
し
た
。
新
居
浜
市
の
瑞
応
寺
僧
堂
に

も
多
年
安
居
し
た
。
三
十
三
年
九
月
に
永
平
寺
で

転
衣
し
、
龍
興
寺
の
住
職
と
な
る
。
管
内
布
教
師

と
し
て
地
方
布
教
に
尽
力
し
た
。
四
十
五
年
に
朝

鮮
布
教
師
に
任
命
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
の
慶
州
に
駐

在
し
て
布
教
所
を
建
築
し
、
植
民
伝
道
家
と
し
て

活
動
し
た
。
大
正
五
年
十
月
九
日
に
示
寂
し
た
。

（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

よ
し
づ
み‒
れ
い
じ
ゅ　

善
積
霊
珠

天
保
十
一
年（
一
八
四
〇
）－

大
正
三
年（
一

九
一
四
）

京
丹
後
市
正
徳
院
二
十
二
世
、
兵
庫
県
美
方
郡
幸

徳
寺
十
五
世
。
号
は
海
天
。
天
保
十
一
年
四
月
二

十
日
に
丹
波
国
氷
上
郡
成
松
町
の
吉
積
治
右
衛
門

の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
見
性
寺
の
霊

鳳
、
本
師
は
帰
仰
寺
の
全
英
。
弘
化
三
年
（
一
八

四
六
）
に
七
歳
で
得
度
し
、
九
歳
で
誓
願
寺
禅
岩

の
結
制
に
入
衆
し
て
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

に
但
馬
美
方
郡
の
帰
仰
寺
全
英
の
室
に
入
り
大
法

を
相
続
し
た
。
三
年
に
幸
徳
寺
へ
晋
住
し
、
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
八
月
に
總
持
寺
で
転
衣
、
安

政
二
年
（
一
八
五
五
）
よ
り
文
久
二
年
（
一
八
六

二
）
ま
で
孝
顕
寺
の
鐡
面
淸
拙
に
随
侍
し
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
ま
で
十
七
年
間
、
薫
陶
を
受

け
た
。
九
年
冬
、
初
会
結
制
を
修
行
し
、
十
七
年

に
正
徳
院
へ
転
住
し
た
。
公
職
と
し
て
豊
岡
県
僧

侶
教
導
取
締
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
を
始
め
、
支
局
副

取
締
、
取
締
心
得
な
ど
を
歴
任
し
た
。
布
教
活
動

に
尽
力
し
、
檀
信
徒
に
懺
悔
文
や
帰
戒
文
、
高
祖

の
御
詠
歌
と
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
を
唱
え
さ
せ
た
。

大
正
三
年
三
月
二
十
七
日
に
示
寂
し
た
。（『
曹
洞

宗
名
鑑
』）

よ
し
と
め‒

し
ん
ど
う　

吉
留
進
堂

大
正
二
年（
一
九
一
三
）－

昭
和
五
十
三
年

（
一
九
七
八
）

佐
野
市
興
福
寺
十
九
世
、
再
住
二
十
一
世
。
号
は

無
門
、
篁
雀
庵
、
月
叟
。
大
正
二
年
に
栃
木
県
安
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蘇
郡
佐
野
市
蔵
之
内
の
吉
留
隆
堂
の
三
男
に
生
ま

れ
る
。
受
業
師
は
樋
口
延
保
、
本
師
は
吉
留
隆

堂
。
鷲
見
徹
道
に
参
随
す
る
。
昭
和
三
年
（
一
九

二
八
）
西
有
寺
に
安
居
し
、
六
年
に
は
西
有
専
修

中
学
を
卒
業
、
七
年
に
は
日
下
部
春
秋
夫
妻
と
共

に
歌
誌
『
春
秋
』
を
発
行
し
た
。
九
年
に
駒
澤
大

学
専
門
部
仏
教
科
を
卒
業
し
、
修
善
寺
僧
堂
に
安

居
し
た
。
同
年
に
興
福
寺
住
職
に
就
く
。
戦
時

中
、
保
坂
玉
泉
に
二
十
世
住
職
を
依
頼
し
、
二
十

年
に
二
十
一
世
と
し
て
再
住
し
た
。
詩
作
を
好

み
、『
火
坑
』（
詩
集
）『
禅
門
引
導
香
語
集
』『
続

禅
門
引
導
香
語
集
』『
新
禅
門
引
導
香
語
集
』『
月

叟
語
録
』
な
ど
多
数
の
著
書
が
あ
る
。
昭
和
五
十

三
年
十
二
月
二
十
三
日
に
六
十
五
歳
で
示
寂
し

た
。（『
興
福
寺
過
去
帳
』『
月
叟
語
録
』「
跳
龍
」

第
三
六
六
号
）

よ
し
と
め‒

り
ゅ
う
ど
う　

吉
留
隆
道

　

－
大
正
十
年（
一
九
二
一
）

佐
野
市
興
福
寺
十
七
世
。
号
は
祖
山
。
得
度
師
、

本
師
は
吉
留
覚
堂
、
滝
谷
琢
宗
に
参
随
す
る
。
永

平
寺
に
約
六
年
間
安
居
し
、
曹
洞
宗
地
方
布
教
部

委
員
長
と
し
て
活
躍
し
た
。
栃
木
県
立
佐
野
中
学

校
を
創
立
す
る
た
め
、
同
志
と
と
も
に
本
堂
に
東

明
学
舎
を
二
年
間
開
き
、
中
学
校
が
で
き
た
後
に

廃
舎
し
た
。
大
正
十
年
五
月
二
十
日
に
示
寂
し
て

い
る
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

よ
し
な
が‒

て
ん
ね
ん　

吉
永
天
然

　

－

明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
）

佐
野
市
本
光
寺
四
十
三
世
、
佐
野
市
万
福
寺
。
号

は
天
然
。
明
治
三
十
七
年
五
月
二
十
二
日
に
示
寂

し
た
。（「
歴
住
世
代
帳
」）

よ
し
ひ
ろ‒

ぜ
ん
え
い　

吉
廣
全
英

明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）－

昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）

福
岡
県
京
都
郡
松
山
寺
三
世
。
号
は
文
之
。
明
治

二
十
一
年
六
月
三
十
日
に
福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町

集
の
吉
廣
全
機
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
受
業

師
、
本
師
は
片
山
文
器
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九

一
〇
）
七
月
六
日
に
曹
洞
宗
第
四
中
学
林
を
卒
業

し
、
四
十
五
年
七
月
四
日
に
は
曹
洞
宗
大
学
予
科

高
等
科
を
卒
業
し
た
。
布
教
師
で
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
に
松
山
寺
の
再
建
を
誓
願
と
し
、

三
年
に
は
佐
世
保
市
西
方
寺
の
説
教
で
病
と
な

り
、
三
月
二
十
八
日
に
示
寂
し
た
。

よ
し
み
つ‒

げ
ん
き　

儀
満
玄
機

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）－

昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
三
）

山
口
県
大
島
郡
浄
福
寺
十
世
、
山
口
県
大
島
郡
元

正
寺
十
三
世
、
韓
国
京
畿
道
開
城
正
福
寺
開
山
。

明
治
十
四
年
一
月
一
日
に
山
口
県
大
島
郡
大
島
町

の
儀
満
兵
治
の
二
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
大

村
玄
英
、
本
師
は
佐
川
玄
彝
。
北
野
元
峰
に
参
随

す
る
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
八
）
に
曹
洞
宗

大
学
を
卒
業
し
、
四
十
四
年
に
朝
鮮
語
研
究
生
と

し
て
渡
鮮
、
四
十
五
年
に
朝
鮮
布
教
師
と
な
る
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
か
ら
十
四
年
ま
で
両
本

山
巡
回
布
教
師
、
十
年
か
ら
宗
議
会
議
員
を
務

め
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
か
ら
特
派
布
教

師
を
務
め
て
い
る
。
農
村
寺
院
の
疲
弊
を
憂
い
、

そ
の
救
済
を
訴
え
た
。
二
十
七
年
二
月
二
十
日
に

七
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』「
宗

教
時
報
」
第
九
十
八
号
）

よ
し
む
ら‒

ゆ
う
ほ
う　

吉
村
雄
鳳

明
治
八
年（
一
八
七
五
）－

昭
和
三
十
三
年
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（
一
九
五
八
）

前
橋
市
龍
海
院
三
十
四
世
、
前
橋
市
教
徳
寺
中
興

開
山
。
号
は
禅
龍
。
明
治
八
年
十
一
月
二
十
五
日

に
伊
勢
宇
治
山
田
市
河
崎
町
に
生
ま
れ
る
。
受
業

師
は
満
光
寺
の
國
龍
、
本
師
は
前
田
大
峰
。
曹
洞

宗
教
導
講
習
院
を
卒
業
し
、
明
治
三
十
六
年
（
一

九
〇
三
）
に
二
十
九
歳
に
し
て
函
館
軍
人
布
教
師

に
任
ぜ
ら
れ
、
永
平
寺
東
京
出
張
所
常
在
布
教
師

も
兼
任
し
た
。
両
本
山
春
期
巡
回
布
教
師
、
曹
洞

宗
財
務
部
主
事
、
人
事
部
主
事
、
公
選
宗
会
議

員
、
庶
務
部
主
事
、
樺
太
巡
回
布
教
師
、
宗
議
会

特
選
議
員
、
視
学
員
、
戦
時
特
派
布
教
師
、
管
長

代
理
と
し
て
各
地
陸
軍
病
院
慰
問
、
特
派
布
教
師

な
ど
を
務
め
た
。
宗
外
に
お
い
て
は
東
京
逓
信
局

嘱
託
講
師
、
県
協
力
会
議
員
、
軍
事
保
護
院
嘱
託

講
師
、
大
政
翼
賛
会
前
橋
支
部
顧
問
、
大
日
本
傷

痍
軍
人
教
化
指
導
講
師
、
県
宗
教
団
体
連
合
会
常

任
講
師
、
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
群
馬
支
部
顧

問
な
ど
を
務
め
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十

月
に
は
、
前
橋
市
龍
海
院
の
周
随
禎
三
が
徳
を

慕
っ
て
後
住
に
屈
請
し
て
い
る
。
著
書
に
『
観
音

経
説
教
』『
修
証
義
説
教
』『
因
縁
百
話
』『
普
勧

坐
禅
儀
通
解
』
な
ど
が
あ
り
、
昭
和
二
十
九
年
九

月
九
日
に
八
十
一
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名

鑑
』『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』『
曹
洞
宗
現
勢
要

覧
』『
是
字
寺
龍
海
院
誌
』）

よ
つ
や‒

ど
う
う
ん　

四
津
谷
道
雲

明
治
二
十
四
年（
一
八
九
一
）－

昭
和
四
十
七

年（
一
九
七
二
）

高
岡
市
瑞
龍
寺
二
十
九
世
。
号
は
大
安
。
明
治
二

十
四
年
三
月
二
日
に
富
山
県
射
水
郡
水
戸
田
村
に

生
ま
れ
る
。
旧
姓
は
富
田
氏
。
受
業
師
、
本
師
は

四
津
谷
洞
龍
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
曹
洞

宗
大
学
を
卒
業
し
、
両
本
山
布
教
師
、
富
山
尼
僧

学
林
長
、
宗
議
会
議
員
、
宗
議
会
副
議
長
、
准
師

家
な
ど
を
務
め
た
。
宗
外
に
お
い
て
は
小
作
調
停

金
銭
債
務
調
停
員
、
養
徳
園
高
岡
支
部
長
、
県
方

面
委
員
、
少
年
教
護
委
員
、
県
方
面
委
員
詮
衡
委

員
、
方
面
委
員
連
盟
副
会
長
、
司
法
保
護
司
、
高

岡
職
業
紹
介
連
絡
委
員
、
高
岡
区
司
法
保
護
委
員

会
会
長
、
人
権
擁
護
委
員
、
家
事
調
停
委
員
な
ど

を
歴
任
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
六
月
七
日
に
八
十

四
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
門
龍
象
要
覧
』『
高
岡

山
瑞
龍
寺
』『
瑞
龍
寺
展
図
録
』）

よ
つ
や‒

ど
う
り
ゅ
う　

四
津
谷
洞
龍

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）－

大
正
十
年（
一
九

二
一
）

高
岡
市
瑞
龍
寺
二
十
八
世
、
高
岡
市
久
昌
寺
二

世
。
号
は
曹
渓
。
慶
應
元
年
三
月
二
十
一
日
に
富

山
県
上
新
川
郡
熊
野
村
の
四
津
谷
忠
平
の
二
男
に

生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
徳
山
了
古
。
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
富
山
県
専
門
支
校
を

修
了
す
る
。
二
十
二
年
か
ら
二
十
七
年
ま
で
金
澤

泰
山
、
田
村
大
機
、
孤
峯
白
巌
ら
に
参
随
す
る
。

三
十
年
七
月
東
京
曹
洞
宗
中
学
を
卒
業
し
、
三
十

五
年
に
は
曹
洞
宗
大
学
林
を
卒
業
。
三
十
四
年
に

高
岡
市
久
昌
寺
の
住
職
と
な
り
、
三
十
七
年
に
瑞

龍
寺
へ
転
じ
た
。
四
十
二
年
四
月
、
管
長
よ
り
曹

洞
宗
師
家
を
認
可
さ
れ
瑞
龍
寺
僧
堂
の
雲
衲
を
接

化
し
た
。
資
性
綿
密
淡
泊
で
、
總
持
寺
祖
院
の
後

堂
を
拝
命
し
て
雲
衲
育
成
や
布
教
伝
道
の
た
め
に

力
を
尽
し
た
。
大
正
十
年
十
一
月
十
一
日
に
五
十

六
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
現
代
仏

教
家
人
名
辞
典
』『
大
日
本
人
物
名
鑑
』『
高
岡
市

史
料
集
』『
高
岡
山
瑞
龍
寺
』『
瑞
龍
寺
展
図
録
』）
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よ
な
づ
み‒

ど
う
り
ん　

米
積
道
林

弘
化
四
年（
一
八
四
七
）－

明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
）

鳥
取
県
日
野
郡
永
福
寺
十
五
世
。
号
は
柏
苗
。
弘

化
四
年
三
月
十
日
に
鳥
取
県
八
橋
郡
三
本
杉
村
の

馬
野
仁
八
郎
の
次
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
鳳

林
獨
翁
、
本
師
は
東
柏
瑞
。
信
叟
仙
受
に
参
随
し

て
い
る
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
冬
、
鳥
取
県

東
伯
郡
の
満
正
寺
前
住
職
信
叟
仙
受
の
再
会
に
首

先
安
居
し
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
夏
、
倉
吉

市
源
徳
院
前
住
職
一
頓
活
翁
の
初
会
で
首
座
を
務

め
る
。
六
年
に
東
柏
瑞
の
法
を
嗣
ぎ
、
十
年
一
月

九
日
に
は
總
持
寺
で
転
衣
し
、
十
月
九
日
に
永
福

寺
へ
首
先
住
職
し
た
。
二
十
六
年
に
は
永
福
寺
の

「
登
坂
観
音
大
士
全
図
」
と
「
七
類
大
日
如
来
全

図
」
を
画
い
て
お
り
、
檀
信
徒
の
信
望
が
厚
か
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
道
林
と
等
身
の
地
蔵
尊
が
建
立

さ
れ
て
い
る
。
三
十
七
年
十
一
月
四
日
に
示
寂
し

た
。（「
履
歴
書
」「
永
福
寺
縁
起
」）

よ
ね
だ‒

せ
き
じ
ゅ
ん　

米
田
石
順

　

－

大
正
二
年（
一
九
一
三
）

福
岡
県
田
川
郡
高
座
石
寺
十
九
世
、
北
九
州
市
大

興
善
寺
十
九
世
。
号
は
鐵
応
。
福
岡
県
京
都
郡
行

橋
村
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
東
海
仙
洲
。
明
治
二

十
年
（
一
八
八
七
）
頃
に
高
座
石
寺
の
観
音
堂
を

再
建
し
、
二
十
二
年
に
大
興
善
寺
へ
転
住
し
た
。

大
正
二
年
八
月
二
十
四
日
に
示
寂
し
て
い
る
。

（「
高
座
石
寺
歴
住
世
代
録
」）

よ
ね
は
ら‒

は
く
り
ん　

米
原
伯
隣

安
政
五
年（
一
八
五
八
）－

大
正
六
年（
一
九

一
七
）

鳥
取
県
岩
美
郡
竜
岩
寺
十
二
世
、
鳥
取
市
天
徳
寺

二
十
八
世
。
号
は
仙
邦
。
安
政
五
年
十
二
月
二
十

三
日
に
因
幡
国
邑
美
郡
行
徳
村
の
米
原
重
次
郎
の

二
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
爲
徳
崇
隣
、
本
師

は
原
田
透
隣
。
日
置
黙
仙
に
参
随
す
る
。
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
に
天
徳
寺
に
首
先
安
居
し
、
七

年
四
月
よ
り
八
年
十
二
月
ま
で
丹
波
国
円
通
寺
の

日
置
黙
仙
に
就
い
て
修
学
、
九
年
に
は
因
幡
国
邑

美
郡
吉
成
村
の
吉
成
寺
住
職
豊
田
仙
如
の
初
会
で

立
職
、
同
年
八
月
二
十
四
日
に
竜
岩
寺
住
職
の
原

田
透
隣
の
室
に
入
っ
て
嗣
法
。
十
三
年
五
月
二
十

三
日
に
總
持
寺
で
転
衣
、
二
十
二
年
に
は
竜
岩
寺

に
お
い
て
初
会
を
修
行
し
た
。
曹
洞
宗
地
方
布
教

部
委
員
長
を
務
め
、
大
正
六
年
二
月
二
十
二
日
に

示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

よ
ね
も
と‒

こ
う
が
ん　

米
本
孝
巌

　

－

昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）

愛
知
県
知
多
郡
乾
坤
院
九
世
。
号
は
雲
峰
。
昭
和

二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
七
月
九
日
に
乾
坤
院
の

住
職
に
任
命
さ
れ
る
。
二
十
三
年
に
晋
山
開
堂
す

る
。
同
年
に
は
宗
会
議
員
に
当
選
し
、
二
十
四
年

か
ら
永
平
寺
貫
首
随
行
長
を
十
数
回
務
め
て
い

る
。
布
教
師
と
し
て
も
名
声
が
あ
り
、
在
職
中
、

禅
堂
の
修
復
や
本
堂
畳
替
、
浴
室
の
修
理
な
ど
を

行
っ
た
。「
乾
坤
院
大
通
講
」
を
組
織
し
て
営
繕

の
基
金
と
し
た
。
三
十
年
に
は
専
門
僧
堂
を
開
単

し
、
三
十
一
年
に
は
聚
福
院
（
現
在
、
長
久
手

市
）
へ
帰
っ
て
十
月
八
日
に
示
寂
し
た
。（「
傘

松
」
第
二
五
二
号
、
宇
宙
山
侍
者
寮
編
『
乾
坤

院
』）

よ 

ね
も
と‒

ず
い
ほ
う　

米
本
瑞
鳳

明
治
八
年（
一
八
七
五
）－

昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）

名
古
屋
市
梅
蕚
院
七
世
、
恵
那
市
天
長
寺
七
世
。
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巻
第
３
号

70

33

号
は
翔
南
。
明
治
八
年
十
二
月
二
十
一
日
に
尾
張

国
春
日
井
郡
山
田
村
大
野
木
の
米
本
勘
助
の
三
男

に
生
ま
れ
た
。
受
業
師
、
本
師
は
玄
同
圭
宗
。
杉

本
道
山
、
西
有
穆
山
、
岩
佐
普
潤
に
参
随
し
た
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
か
ら
二
十
九
年
ま
で

鳴
海
の
瑞
泉
寺
に
安
居
し
、
二
十
九
年
四
月
か
ら

三
十
二
年
十
二
月
ま
で
比
叡
山
大
学
林
に
留
学
し

た
。
三
十
三
年
に
天
長
寺
へ
晋
住
し
て
仏
教
青
年

会
、
尚
齒
会
修
養
部
な
ど
を
組
織
し
地
方
布
教
に

尽
力
し
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
月
に
は

伊
予
別
子
鉱
業
所
布
教
師
、
三
年
七
月
に
は
台
湾

布
教
師
を
務
め
た
。
書
、
漢
詩
を
よ
く
し
た
が
、

昭
和
二
十
六
年
六
月
十
九
日
に
七
十
七
歳
で
示
寂

し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）
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